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研究成果の概要（和文）：中東は「ポスト・イスラーム国段階」とでも言い得る新局面に迎えた。このことは、
イスラーム国の温床となってきた「弱い国家」や権威主義的支配が解消したことを意味せず、各国における国家
再建や復興の前途は多難である。だがその一方で、国家の法的・制度的枠組みの外に身を置き、紛争や混乱のな
かでその弱体化を誘引してきた非公的政治主体のなかに、国家機能を補完しようとすることで、事態打開に貢献
しようとするものも現れた。本研究は、東アラブ地域における非公的政治主体に焦点をあて、それらがいかなる
政治的、社会的な条件のもとで、国家再建や復興において積極的、あるいは否定的な役割を担おうとするのかを
解明することを試みた。

研究成果の概要（英文）：The Middle East has reached a new stage that can be named as “post-Islamic 
State stage”. However, that doesn’t mean that “weak states” that have been breeding grounds for 
the Islamic State and the authoritarian rule have been already disappeared from the said region. 
Accordingly, the respective countries still have a rocky road ahead in addressing their 
reconstruction and reintegration. Meanwhile, however, some of “unofficial political actors” that 
have been placing themselves outside the legal and institutional framework of their own countries 
and helping weakening them are willing to complement functions of state instead of challenging them.
 The purpose of this study was, while paying close attention to the activities of “unofficial 
political actors” in the Arab East at “post-Islamic State stage”, to reveal under what kinds of 
political and social conditions they assumed positive or negative roles in their effort to 
reconstruct and reintegrate their own countries.

研究分野： 地域研究

キーワード： 地域研究　政治　中東　移民・難民・IDPs　東アラブ　NGO

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、「情報戦の縮刷版」とでも呼ぶべきインフォスフィアの構築と、現地の研究機関との連携・研究委
託を通じた質的研究と量的研究の統合、という二つの手法を駆使し、多様化する非公的政治主体が国家の機能を
補完、ないしは簒奪し、国家と社会を架橋しているのかを明らかにすることで、ポスト・イスラーム国段階を迎
えた東アラブ地域の安定化の可否、国家・社会関係、そして「准国家」や「国家内国家」と社会の関係の将来を
展望したことに学術的意義がある。また、本研究において得られた知見に基づいて、国家再建や復興を推し進め
ている同地域の公的・非公的政治主体の営為への支援の方途に指針を提供し得る点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 東アラブ地域諸国は、2000 年代初めまでは、国家・社会関係のありようや政治的資源の供給
の程度を異にする二つの類型に大別できた。第 1は、国家が社会に対して圧倒的優位に立つ「強
い国家」で、第 2は、社会の自律性が強い一方、統治機能が充分とは言えない「弱い国家」であ
る。前者にはシリア、イラク、ヨルダンが、後者にはパレスチナ、レバノンがそれぞれ該当した。
同地域の政治にかかる研究は、概ねこの分類に沿って、「強い国家」における権威主義の頑健性
や、「弱い国家」における混乱の実態解明に重点が置かれてきた。 
 だが、こうした類型化は、イラク戦争や「アラブの春」によって、イラクとシリアが「弱い国
家」に転落したことで再考を迫られた。ここに至り、東アラブ地域の研究は、紛争と混乱に苛ま
れる「弱い国家」がどのように現状に対処しているのか、あるいはなぜ現状を打破し得ないのか
を解明することに力点を置くようになり、治安回復、政治制度の再構築、紛争解決、平和構築、
国家再建の是非が論じられるようになった。 
 本研究の実施に先立って、研究代表者および研究分担者は、「非公的政治主体」という概念を
用いて、権威主義の頑健性、「強い国家」による社会の統制・監視のしくみ、「弱い国家」におけ
る社会集団の政治的営為を分析してきた。また「アラブの春」発生以降は、紛争の当事者や混乱
の主因としての非公的政治主体（ないしは非国家主体）の実態解明を試みてきた。ここで言う「非
公的政治主体」とは、国家の法的・制度的な枠組みのもとで政治に参加する「公的政治主体」と
は対象的に、この枠組みを超越して政治に関与しようとする主体を指す。 
 これらの研究では、軍や治安機関に代表される非公的政治主体が、権威主義下の「強い国家」
において、社会に対して時に抑圧的とも言える姿勢をとり、国家機能の維持・強化に参与するさ
まを明らかにした。また、シリアやイラクにおけるイスラーム国、両国やトルコのクルド民族主
義勢力、レバノンのヒズブッラーといった非公的政治主体が、政治的資源を充分提供できない
「弱い国家」に「寄生」するかたちで活性化し、その弱体化を助長する一方で、代替的に国家機
能を担う「准国家」、「国家内国家」を志向する傾向が強いことを確認した。 
 だが同時に、非公的政治主体は、弱体化した国家機能を補完するためにきわめて積極的な役割
を果たしてきた。また「国家内国家」とでも言うべき政治的実体をなすヒズブッラー、パレスチ
ナのハマース、ファタハといった組織の活動も、国家の崩壊の回避を前提として行われてきた。 
 ポスト・イスラーム国段階を迎えた東アラブ地域では、治安や安定の回復への希求が高まって
おり、長年にわたる紛争と混乱を経て、「弱い国家」におけるもっとも主要な政治主体として成
長した非公的政治主体は、機能の面だけでなく、国家と社会それぞれとの関係においても多様化
するようになっていた。こうしたなか、国家再建や復興の可否を見極めるうえで、非公的政治主
体の実態に迫ることが学術的な急務となっていた。 
 
２．研究の目的 
 以上を踏まえ、本研究では、多様化する非公的政治主体が、いかなる政治的、社会的な条件の
もとで、またいかなる意図をもって既存の国家の機能を補完、ないしは簒奪し、国家と社会を架
橋しているのかを明らかにし、それによって、ポスト・イスラーム国段階を迎えた同地域の安定
化の可否、国家・社会関係、そして「准国家」や「国家内国家」と社会の関係の将来を展望する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 この目的を達成するため、本研究は、①「情報戦の縮刷版」とでも呼ぶべきインフォスフィア
の構築、②現地の研究機関との連携・研究委託を通じた質的研究と量的研究の統合、という二つ
の手法を駆使して、非公的政治主体の実態を解明するとともに、彼らの活動の場である東アラブ
地域の政治社会情勢の把握をめざした。 
 この二つの手法は、近年の東アラブ地域の混迷に起因する二つの困難に対処することを可能
とした。 
 第 1の困難とは、中立性や客観性を担保し得ない資料・情報の氾濫であり、それに対処するた
めの手法が「情報戦の縮刷版」とでも呼ぶべきインフォスフィアの構築であった。東アラブ地域
における中立性や客観性を担保し得ない資料・情報の氾濫は、発信源の多くが、政治的偏向を排
除し得ないいわゆる「煽動メディア」であることが主因である。資料・情報の信頼性や代表性を
裏付ける作業は、いかなる研究においても必要不可欠だが、その作業自体も政治性を帯びている
との批判に曝される。本研究では、こうした現況を踏まえ、資料・情報の信頼性と代表性を確認
する従前的な作業と並行して、政治性を帯びた資料・情報を意図的、且つ網羅的に収集し、東ア
ラブ地域の紛争や混乱における「情報戦の縮刷版」を描き出し、第三者にも検証可能な状態を確
保した。 
 第 2の困難とは、安全上の配慮から現地への渡航が事実上制限されているという現況で、これ
に対処するための手法が、現地の研究機関との連携・研究委託を通じた質的研究と量的研究の統
合であった。「アラブの春」が東アラブ地域に波及し、現地での研究活動が制約を受けるなか、



申請者および研究分担者は、現地の研究機関との研究交流（情報や知見の交換）に加えて、現地
での実査を委託し得る能力と信頼性を有するカウンターパートの開拓に務め、多くの機関に、デ
ータの収集、世論調査などの社会調査を委託してきた。委託研究を通じて得られたデータは、地
域研究の主流をなす叙述型の質的研究に加えて、計量分析の手法を通じた量的研究を可能とす
るもので、本研究ではこの二つの研究方法を統合することで、多角的分析をめざした。 
 
４．研究成果 
 本研究は、東アラブ地域 5 カ国（①シリア、②イラク、③レバノン、④パレスチナ、⑤ヨルダ
ン）と、同地域の情勢に直接、間接に関与する一方で、そこでの紛争や混乱の波及の脅威に曝さ
れ続けている 2カ国（⑥トルコ、⑦イスラエル）を研究対象国とし、この 7ヶ国を基本ユニット
として資料・情報の収集、現地の研究機関との連携・研究委託、そして分析、成果普及を行った。
東アラブ地域の政情には、これらの国以外にも、⑧欧米諸国、ロシア、イラン、アラブ湾岸諸国
の干渉政策が大きな影響を及ぼしており、非公的政治主体の活動を規定する重要な外的要因で
もある。それゆえ、7ヶ国に力点を置きつつも、これらの国々を第 8のユニットとし、その動静
について分析の俎上に載せた。 
 また、各研究対象国において以下 5つの課題を設定し、毎年度そのなかの一つを重点課題に選
び、その解明をめざした。 
 ⓐ紛争と混乱の現状――混迷が続く東アラブ地域の政情に焦点を当て、非公的政治主体の営
為を規定する政治的、社会的条件を明らかにした。 
 ⓑ非公的政治主体による国家機能の簒奪――非公的政治主体が「弱い国家」の弱体化にどう関
与しているのか、そしてそうした関与はいかなる条件によって規定されるのかを解明した。 
 ⓒ国家再建と復興の現状――ポスト・イスラーム国段階を迎えた各国において、紛争解決、平
和構築、そして国家再建に向けた取り組みがどのように行われているのかを明らかにした。 
 ⓓ非公的政治主体による国家機能の補完――紛争解決、平和構築、そして国家再建といった取
り組みのなかで、非公的政治主体がどのような役割を果たしているのかを精査した。 
 ⓔ非公的政治主体が架橋する国家・社会関係――非公的政治主体の一連の営為を通じて東ア
ラブ地域の「弱い国家」と社会関係がいかに変化したのか（ないしはしないのか）を解明した。 
 2018 年度（平成 30 年度）はⓐ「紛争と混乱の現状」を重点課題とし、その解明をめざした。
具体的には、「今世紀最悪の人道危機」と呼ばれたシリアの紛争と混乱の現状を把握するため、
その最大の被害者でもある国内避難民（IDPs）を対象とした世論調査を、シリアの研究機関と共
同で実施、その結果の分析を行った。一方、公的な政治的営為が展開する国会に着目、2018 年
にレバノンとトルコで実施された総選挙、そしてシリアの統一地方選挙の立候補者の所属組織、
経歴などにかかる情報収集を行った。 
 2019 年度（平成 31年度）はⓑ「非公的政治主体による国家機能の簒奪」を重点課題とし、そ
の解明をめざした。主な取り組みとしては、シリア内戦にもっとも深く干渉する域内大国である
トルコに着目し、同国 7県（イスタンブール、メルスィン、アダナ、ハタイ、キリス、ガズィア
ンテップ、シャンルウルファ）におけるシリア難民 1,217 人を対象とした世論調査を実施、その
存在がシリア（さらにはトルコ）の国家としての機能にどのようなインパクトを与えているのか
を考察した。また、2020 年のシリアでの国会選挙を念頭に、2012 年の第 1期人民議会選挙と 2016
年の第 2 期人民議会選挙での当選者約 500 人にかかるデータベースの構築を行い、紛争を通じ
た国家の弱体化が、立法機関の機能にどう作用し、議員の経歴に非公的政治主体の国家機能の補
填や簒奪の影響が見られるか否かを検討した。 
 2020年度（令和2年度）はⓒ「国家再建と復興の現状」を重点課題とし、(1)トルコ、ヨルダ
ン、レバノンを含む諸外国からシリアに帰国した元難民の意識調査を行い、(2)前年度にトルコ
で実施した難民に対する意識調査の結果と比較、(3)国家再建と復興にかかる彼らのニーズの把
握をめざした。主な取り組みとしては、シリアの11県で、元難民750人と国外避難の経験のない
国民750人を対象とする世論調査を実施した。レバノンの経済破綻、コロナ禍によりシリア経済
が悪化し、農業振興や食料安全保障への対応の必要性が高まっていることを踏まえて、この点
における人々のニーズを探ることに力点を置いた。 
 2021年度（令和3年度）は、ⓓ「非公的政治主体による国家機能の補完」を重点課題とし、農
業部門および食料安全保障において非公的政治主体の解明をめざした。具体的には、国内での
戦闘が実質 的に収束しつつも、欧米諸国の一方的制裁、さらにはコロナ禍で困難な国家運営を
余儀なくされているシリアに焦点を当て、シリアの研究機関と共同で、非公的 政治主体だけで
なく、国家や営利団体が、農業部門および食料安全保障の復興において果たしてきた役割を評
価するための世論調査を実施し、その分析を行った。一方、公的な政治的営為が展開するシリ
アの大統領選挙にかかる情報収集を行った。 
2022年度（令和4年度）は、前年度の課題であるⓓ「非公的政治主体による国家機能の補完」に
かかる調査研究に加えて、ⓔ「非公的政治主体が架橋する国家・社会関係」を重点課題とし、
その解明をめざした。シリア内戦のなかで国家機能を補填する主体として存在を増したNGOに焦
点を当て、その活動への評価にかかる世論調査を、シリアの研究機 関と共同で実施、その結果
の分析を行った。一方、公的な政治的営為が展開する地方自治体に着目、2022年のシリアでの
統一地方選挙の立候補者の所属組織、経 歴などにかかる情報収集を行った。 
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